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人
権
侵
害
と
は
も
と
も
と
、
国
家
が
個
人
の
権
や
拘
置
所
、
刑
罰
、
入
国
管
理
な
ど
、
権
利
制
限

利
を
侵
害
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
考
え
方
で
の
著
し
い
法
執
行
を
担
っ
て
い
る
法
務
省
は
、
こ

あ
る
。

の
機
関
に
よ
り
監
視
さ
れ
る
べ
き
第
一
の
対
象
で

行
政
権
は
、
刑
務
所
や
拘
置
所
へ
の
収
監
、
法
あ
る
ｐ
そ
の
外
局
と
す
る
こ
と
は
、
国
内
人
権
機

執
行
や
行
政
手
続
き
を
す
る
際
の
権
利
制
限

関
の
趣
旨
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。

な
ど
、
個
人
の
権
利
と
緊
張
関
係
に
立
つ
。

多くは法律に基づく一応の根拠を持つ討叺讓蕊》騨蕊
て
い
る
。

徽鵜馴臥鱸鵬霊霊淺検なければならないのに行政機関と」
思われるかもしれない．だが実際には、再篝川灯講難伽咽囑な人
鰍
は
榊
防
旧
訓
柵
肌
噸
酢
訊
諾
加
艫
へ
害
舳
祷
蕊
蕊
弐
州
蕊
篭
総
箙

人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
裁
判
０
視
訊
腱
蕊
鮭
露
讓
篭

判
は
手
間
と
時
間
が
か
か
る
。

脈
籠
饒
献
（
鑪
澱
鐸
側
監
撒
露
地
雛
輔
よ
」
と
扇
動
し
て
も
、

ある．その主たる機能は〔行政機関や力３縞川鼈露權窪瀞
霧
譲
潅
繍
灘
権
蕊
雲
蕊
馴
震

向
け
た
支
援
機
関
と
な
る
。
し
か
し
、
日
本
置
毫
力
し
て
い
く
存
在
で
鬘
制
度
の
改
善

め
霧
鑿
駅
轤
北
川
に
闘
鰄
・
蕊
鍵
鱗
轤
咋

に
は
ま
だ
な
い
。

穀
鱗
鍵
灘
鍵
・
齢
・
雛
灘
諏
雲
霧

２００２年に国会提出された人権擁人跨健認川鶯としての豊性すｂ
た
。

護
法
案
、
ま
た
現
在
、
政
府
が
検
討
中
の
入

現
在
の
法
案
は
、
本
来
の
趣
旨
を
著
し
く

権
委
員
会
設
置
法
案
は
、
パ
リ
原
則
に
沿
う
国
内
曲
げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
依
拠
し
、
期
待
す

人
権
機
関
の
新
設
を
目
指
し
た
は
ず
だ
っ
た
。
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
府
Ｐ
与
野
党
は
パ
リ
原

こ
ろ
が
両
法
案
は
、
国
の
制
度
と
し
て
の
人
権
侵
則
に
立
ち
返
り
、
行
政
機
関
で
は
な
く
、
権
力
監

片
害
を
監
視
す
る
機
関
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
私
人
視
機
関
と
し
て
の
国
内
人
権
機
関
の
設
置
に
向
け

同
士
の
違
法
行
為
に
対
処
す
る
機
関
を
構
想
し
て
再
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
９
１
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￣

識
者
評
論

身
。
早
稲
田
大
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
人
権
団
体
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
曰
本
事
務
局
長
を
経
て
現
職
。
専
門
は
刑

事
法
、
国
際
人
権
法
。
日
共
著
に
「
裁
判
員
と
死
刑
制
度
」
な
ど
。

▽
て
ら
な
か
．
ま
こ
と
氏
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
年
生
ま
れ
、
兵
庫
県
出

慶喜窪川
あののやし

い
る
。
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
ｐ

・
両
法
案
と
も
、
こ
の
機
関
を
法
務
省
の
外
局
と

し
て
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
刑
務
所

や
拘
置
所
、
刑
罰
、
入
国
管
理
な
ど
へ
権
利
制
限

の
著
し
い
法
執
行
を
担
っ
て
い
る
法
務
省
は
、
こ

の
機
関
に
よ
り
監
視
さ
れ
る
べ
き
第
一
の
対
象
で

あ
る
ｐ
そ
の
外
局
と
す
る
こ
と
は
、
国
内
人
権
機

関
の
趣
旨
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。

ま
た
各
種
の
条
約
を
は
じ
め
、
国
際
的
な

Ⅲ人権基準に照りして国内の制度を批判
必
鮭
Ⅲ
娯
溝
罎
切
簾
騨
肪

づ
て
同
省
の
下
に
置
か
れ
れ
ば
、
国
際
的
な
人

日
権
基
準
に
よ
る
判
断
が
で
き
な
い
。

一
法
案
は
そ
も
そ
も
、
対
象
と
な
る
人
権
侵


